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  Students'learning in “Community Health Care Practice on Rishiri Island”
               -Analysis of their eports-
  Migiwa NAKADA1),Keiko YAMADA2),NobuakiTAKAHASHI3),Yoko MIYASHITA2)*,
Yoko KATAKURA1),Akira ISHIKAWA4),Erika TANO1),Hirofumi AKASHI5),Hitoshi SOHMA6)
1)Department of Nursing, School fHealth Science, Sapporo Medical University
2)Department of Liberal Arts and Science, Center for Medical Education, Sapporo Medical University3)Marine Biomedical lnstitute
, School of Medicine, Sapporo Medical University4)Department of Physical Therapy
, School fHealth Science, Sapporo Medical University
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Community Health Care Practice ona Remote Island was held in Rishiri for students intheir first year in the School of Medicine
and School of Health Sciences, Sapporo Medical University. The participant students wrote reports about heir objectives, self-
evaluation, learning & impressions of the practice. The purpose of this paper is to describe what the students learned in
“Community Health Care Practice ona Remote Island.” Thirty-two of the 35 participants turned in reports, andthe reports were
analyzed. As a result, 13 categories of learning experience were found: “discovery by experiments on the birth ofsea urchins”,“the
feeling ofa close relation between the nature and the people on Rishiri island”,“life on anremote island which was understood
through the experience inthis practice”,“the space-time ofchildren learned from the schoolchildren in Rishiri island”,“廿1e
health condition of the people on the island of Rishiri”,“the medical state on Rishiri”,“the lements essential for community
health care staff”,“encounter wi h warm-heartedness”,“making frie ds uring the practice”,“recognized lack of study”,“clarified
awareness for community health care”, and“self-realization”. It was found that he students went through many programs and
events with emotional experiences that promoted greater understanding of life on the remote island ofRishiri.
Keywords:community health care practice on remote island, learning, living experience
Bull. Sch. Hlth. Sci. Sapporo Med. Univ. 12:27-35(2010)
〈連絡先 〉　仲 田み ぎわ:〒060-8556　札幌市 中央 区南1条 西17丁目　札幌医科大学保健 医療学 部看護学科
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仲田みぎわ、山田恵子、高橋延昭、宮下洋子、片倉洋子、石川　朗、田野英里香、明石浩史、相馬　仁
は じ め に
　平成19年度の文部科学省特色ある大学教育支援プログラ






































































課題レポー ト:レポー トは実習前に記載する①自己目標 と、
実習後に記載する② 自己目標に対する自己評価および③実
習での学び ・感想の2部 から構成されている。レポー トフ
ォームは学内ウェブ上に作 られた 「実習支援サイ ト」内に
提示 され、学生は実習前後にこの 「実習支援サイ ト」にア
クセスし、上記の項目に加え、実習後に学生は離島地域医











































































;,;;;　触 れ た 人 々の





























































































精卵から卵割 してい く様 子を実際に見ることができ感動
した」
「受精とい うものはすごく繊細で難 しいものだなと思 っ











「展望台から見 る夕陽、温泉の帰 りに見たプラネ タリウ
ムのよ うな星空、キラキラ光っている海、風が強い中友
達 と見た大荒れの海、全て美しく札幌 では絶対見 られな














































表1-8　 【医療福祉 サービスを受ける人 とかかわる体験】
よる介護力の不足や小児科受診の難 しさなど離島特有の
『人々をとりまく具体的な医療問題』について考えさせ ら




















































しさに触れ られ てとても嬉 しかった」「積極的に行動 でき
たのは私 を動かすよ うな利尻の方の配慮をた くさん 頂い
たから」
「引率者が楽しそ うなのがこの実習の特徴で、その雰囲














































































































りたい」「実習後地域医療 に貢献 したい と思 うようになっ
たのは、実習で医療現場で働 く人や患者さん と触れ合っ






















「自分の立場の理解 ・自覚、責任 ある行動 と自ら地域医






















コ ミュニ ケー シ ョ 「うま くコ ミュニ ケー シ ョンが 取れ る よ う日々 の授 業 を
ン能力の向上 重 ん じ知識 ・技術 を身 につ け る」 「医 療 に不 可 欠 な コ ミュ
ニケーション能力を高めなければならない」
必要な積極性 「積 極 的 にな る」 「自分 のや りたい こ と知 りたい ことに対
す る 主体的 ・積 極 的な ア プ ロー チ」 「多 くの 人 と会話 し知
ろうとする積極性が必要」
今回の学びを今後 「今同得 られた リアルな現状 ・体験を思い出 しなが ら地
の学習につなげる 域医療の学習に取 り組む」「今同広がった視野を様々な視
こと 点 か ら物事 を捉 え るこ とに役 ・'ノ1ててい く」
地域医療に必要な 「他の地域にも行きその地域の医療を知る」「地域医療が
学習の推進 どうあるべきかを考え自分の視点でしっかり実際を見つ
め る」 「必 要 な た く さん の知 識 を身 に っ け る」 「パ ー トナ
一 シ ップ を もっ と学 びた い」
磨いていく医療従 「技術 もだが人間性 をもっと磨かなくてはいけない」「こ
事者 としての人間 れか らの3年 半、 ウニ派な医療従事者になる努力をしてい
性 こ う」
人との関係性 「チー ムで活動する上で 自分の得意分野を生か し助け合
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